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　平成 18 年に発足した日野町地域防犯・生活安全パトロー

ル協議会（通称：青パト）も今年で 18 年目を迎えました。

　子どもの誘拐、殺人事件、高齢者を狙った詐欺など、さま

ざまな犯罪から町民を守るため、日々町内をパトロールして

います。現在、20 人の会員がボランティアで活動しています。

　これからも皆さんのご支援、ご協力をお願いします。

日野町防犯パトロール 第 18 号

▲ 安全を願ってパトロールへ出発！
　

平
成
14
年
に
刑
法
犯
認
知
件
数
が

戦
後
最
多
の
２
８
５
万
件
を
記
録
し

た
こ
と
を
受
け
、
自
主
防
犯
活
動
団

体
へ
の
支
援
の
強
化
が
閣
議
決
定
等

さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
的
に
自
主
防

犯
活
動
を
行
う
団
体
が
増
加
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
運

動
の
気
運
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
こ
れ

ら
団
体
か
ら
の
「
緊
急
車
両
の
よ
う

な
回
転
灯
を
装
備
す
る
こ
と
で
よ
り

効
果
が
向
上
す
る
」
旨
の
意
見
を
受

け
、
平
成
16
年
12
月
以
降
、
所
定
の

申
請
の
上
で
認
定
を
受
け
れ
ば
、
青

色
回
転
灯
を
自
動
車
に
装
備
し
た
車

両
を
用
い
て
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
」（
以
下「
青
パ
ト
」と
い
う
）

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
皆
様
方
は
、
平

成
18
年
１
月
に
日
野
町
地
域
防
犯
・

生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
を
発

足
さ
れ
、
青
パ
ト
を
行
う
団
体
（
以

下
「
青
パ
ト
団
体
」
と
い
う
）
と
し

て
認
定
を
受
け
て
以
降
、
17
年
も
の

長
期
に
わ
た
り
活
動
を
途
絶
え
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
児
童
生
徒
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
安
全
・
安
心
を
守
る
活
動

に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
黒
坂

警
察
署
の
代
表
と
し
て
多
大
な
感
謝

と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
治
安
維
持
に
向
け
た

犯
罪
の
検
挙
活
動
と
並
行
し
て
、
犯

罪
抑
止
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
抑
止
活

動
は
警
察
の
活
動
だ
け
で
は
十
分
な

効
果
は
期
待
で
き
ず
、
皆
様
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
の
自
主
防
犯
活
動
と

一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、

そ
の
抑
止
効
果
は
何
倍
に
も
な
り
ま

す
。

  

本
年
４
月
１
日
現
在
、
鳥
取
県
内

で
活
動
す
る
青
パ
ト
団
体
は
39
団
体
、

車
両
63
台
、
会
員
１
，
８
８
４
人
で

あ
り
ま
す
が
、
黒
坂
警
察
署
管
内
の

青
パ
ト
団
体
は
貴
協
議
会
１
団
体
の

み
で
あ
り
、
私
も
、
皆
様
の
日
々
の

活
動
を
垣
間
見
ま
し
て
、
非
常
に
頼

も
し
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

警
察
も
貴
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
「
日
本
一
安
全
・
安
心
な
町
」
の

実
現
に
向
け
地
道
な
活
動
を
推
進
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
貴
協
議
会

の
自
主
防
犯
に
対
す
る
高
い
志
を
絶

や
す
こ
と
な
く
、
若
い
世
代
に
も
引

き
継
い
で
い
た
だ
き
、
末
永
く
御
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

黒
坂
警
察
署
管
内
唯
一
の
青
パ
ト

黒
坂
警
察
署　

署
長

渡
邊
　
章

青パト会員募集中
町地域防犯・生活安全パトロール協議会（通称：青パト）では、パトロール活動に参加していただける会
員を募集しています。
不審者による事件を未然に防ぎ、明るい笑顔あふれるまちをつくりましょう。
会員になっていただける人は、協議会事務局（町公民館 74-0212）までご連絡ください。

【活動日（巡回パトロール）】
▼根雨地区：週 1回（木曜日）▼黒坂地区：月１回（第 2水曜日）
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７
月
21
日
、
第
３
回
お
し
ど
り

学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
教
養
講
座
は
、「
あ

な
た
の
『
想
い
』
を
家
族
に
伝
え

る
～
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に

『
今
』考
え
た
い
こ
と
～
」と
題
し
、

明
治
安
田
生
命
鳥
取
支
社
チ
ー
フ

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
佃
美
智
子
さ
ん

が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、
３
月
に
町
と
明

治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
の

間
で
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

佃
さ
ん
は
、「
大
切
な
家
族
や

周
り
の
人
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
か

け
、「
こ
れ
ま
で
の
人
生
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
、
意
思
伝
達
の
方

法
と
し
て
「
Ｍ
Ｙ
ラ
イ
フ

＆
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
を
紹
介
。「
Ｍ
Ｙ
ラ

イ
フ
」
と
は
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
計
画
や
家

族
に
伝
え
る
こ
と
、「
Ｍ

Ｙ
ラ
イ
フ
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
は
、
亡
く
な
っ
た

後
の
た
め
の
準
備
や
家
族

に
託
す
こ
と
で
す
。
そ
れ

ら
を
具
体
的
に
ノ
ー
ト
に

書
い
て
残
す
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

も
し
、
介
護
を
受
け
た
り
重
い

病
気
に
な
っ
た
と
き
、「
相
続
」

に
な
っ
た
と
き
な
ど
自
分
の
考
え

や
希
望
を
整
理
し
て
、
人
生
を
自

身
の
想
い
に
沿
っ
て
過
ご
す
た
め

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
今
か
ら
行
う

こ
と
の
大
切
さ
を
示
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
の

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
自
分
し
か
知
ら

な
い
こ
と
を
整
理
し
家
族
に
伝
え

残
す
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

学
園
生
は
、「
も
し
も
の
時
に
、

自
分
や
家
族
が
困
ら
な
い
た
め
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
学
ん

だ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
第
3
回
お
し
ど
り
学
園

あ
な
た
の
「
想
い
」
を
家
族
に
伝
え
る

▲「『これまで』を振り返り『これから』
の計画を」と佃さん

令和5年度

西部地区町村公民館作品展西部地区町村公民館作品展

9 月 13 日（水）～ 9月 26日（火）
イオンモール日吉津　東館 2階
専門店前
西伯郡、日野郡内の町村公民館で
活動している講座・教室などの参
加者や公民館主催の教室などで作
成された作品などを紹介します。
日野町からは、「出前公民館～ペー
パークラフト教室～」の作品を予
定しています。
西部地区町村社会教育協議会公民
館部会

日時：
場所：

内容：

主催：

▲ 昨年度の作品展示の様子

きのこ鑑定会を開催します
秋の自然を楽しもう

鵜の池公園周辺で散策を楽しみながらキノコを採取します。
その後、キャンプ場内の管理棟でキノコ鑑定会を開きます。
事前に採取したキノコの鑑定も行いますので、お気軽にお
越しください。

日　　時：
集合場所：
講　　師：

申 込 み：

10 月 8日（日）午前 9時～　※少雨決行
鵜の池キャンプ場駐車場
牛島秀爾さん
（日本きのこセンター鳥取菌じん研究所）
10 月 4 日（水）までに、町公民館（電話 74-
0212）までご連絡ください。

◀昨年度の鑑定会では、食べ
られるもの、毒になるもの、珍
しいものなど、さまざまなキノ
コ 30 種類以上が採れました。

▶かさの上をつつくとホコリのよ
うに胞子を出す「ホコリタケ」が
見つかることも。


